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    平 成 21 年 度 事 業 報 告 (財）東北開発研究センター 

年度事業計画の項目 平成21年８月～22年５月の実施状況  
 

1. 会議 

(1) 理事会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 評議員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 第100回理事会（平成21年9月18日：仙台ホテル） 

下記議案が付議・承認された。 

・平成20年度事業報告 

・平成20年度決算 

・評議員の補充選任  

 

◇ 臨時理事会（平成 22年1月26日：ホテル仙台プラザ） 

下記議案が付議・承認された。 

・財団法人東北産業活性化センターとの合併契約書の承認 

・合併認可申請書の提出 

・平成21年度収支予算の補正 

・評議員の補充選任 

 

 

◇ 第23回評議員会（平成21年9月18日：仙台ホテル） 

下記議案が付議・承認された。 

・平成20年度事業報告 

・平成20年度決算 

・理事の補充選任 

 

◇ 臨時評議員会（平成22年1月26日：ホテル仙台プラザ） 

下記議案が付議・承認された。 

・財団法人東北産業活性化センターとの合併契約書の承認 

・合併認可申請書の提出 

・平成21年度収支予算の補正 
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年度事業計画の項目 平成21年８月～22年５月の実施状況  
 

2.調査研究活動 

(1)  自主調査研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）受託調査研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①地域コミュニティの自立支援に関する調査研究 

 〔研究会委員長：山田晴義（宮城大学名誉教授）〕 

 〔研究担当者：大泉太由子（調査研究部主席研究員）〕 

コミュニティ自立研究会（平成 15 年度～）において取り組んできたコミュ

ニティの再生と自立支援システムに関する研究ストックについて実践・検証す

る「コミュニティ自立支援プロジェクト」を平成20年度に実施し、昨年度その

活動記録を報告書にまとめた。さらに、これまでの研究活動から得られた成果

について、コミュニティの自立支援に関わる課題を整理・体系化し、その具体

的解決方法・手順等を明らかにするとともに、今後の東北地域におけるコミュ

ニティ政策、自立支援システムのあり方について総括すべく、現在とりまとめ

作業を進めている。 

 

②東北地域県間産業連関表に関する調査研究 

 〔研究担当者：野呂拓生（調査研究部主任研究員）〕 

東北地域県間産業連関表（プロトタイプ）の検証・改善、および平成 17 年

表作成に向けた作成手法の再整理と資料収集を進めた。併せて、東北地域の産

業構造をより深く理解するために、本表を用いた新たな分析手法として、東北

域内の取引を含めたスカイライングラフの導入などを試み、分析を行った。 

 

①東北における集落の自立的経営に関する調査・研究（民間企業） 

〔調査アドバイザー：結城登美雄（民俗研究家〕 

〔担当研究員：大泉太由子（調査研究部主席研究員）〕 

過疎化、高齢化の急激な進行と農林漁業等の地域産業の衰退に加えて、合併

による行政機能の遠隔化と行財政の逼迫による公共サービスの低下によって、

東北の中山間地域集落の活力が一層低下していく危機にある。 

本調査研究では、東北地域における中山間地域集落を対象にして、統計指標

と既存の集落調査等から現況と問題を捉えるとともに、活力ある集落経営の事

例から自立的集落経営の展開パターンとプロセス、組織形成の特性を分析し、

集落の自立的経営の方向について探った。また、国と県の集落支援事業や東北

の集落支援の取組み事例から、集落の自立的経営に向けた支援方向について整

理し、東北地域における自立的集落経営の実現のための方策を提示した。特に、

集落・コミュニティを支える中間支援組織の設置や、コミュニティ支援の広域

的ネットワーク組織である「地域づくりコンソーシアム」（東北圏地域づくりコ
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年度事業計画の項目 平成21年８月～22年５月の実施状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンソーシアム）の構築について提言した。 

 

②東北地域の文化的資源の活用による地域活性化に関する調査・研究（民間企業）

〔研究担当者：木村和也（調査研究部主任研究員） 

         畠山俊彦（調査研究部主任研究員）〕 

東北では、人々の暮らしや営みと密接に関わりながら、様々な文化的資源が

蓄積されてきたが、その価値や魅力が十分に認識されず、地域に埋もれたまま

になっている場合が少なくない。 

本調査研究では、地域住民自らが、身近な文化的資源の価値・魅力を認識し、

保存・継承活動や活用に取り組み、発信していくことで、文化的資源の内外で

認知・評価を高め、地域・資源の価値・魅力の向上、あるいは新たな価値・魅

力の付加につなげていくことが重要との観点から、身近にある文化的資源に焦

点を当て、東北域内外における文化的資源を活用した事例の考察を通して、地

域活性化に向けた展開方策について提示した。 

特に、文化的資源を有効活用し、地域活性化に結びつけるために必要な点と

して、次の二つを挙げた。 

(1)文化的資源の編集・加工による新たな価値や魅力の付加 

(2)編集・加工にかかわる実践的能力とそれを下支えする機能を地域に根づ

かせていくための人づくり、組織づくり 

 

③東北における海外からの研究者等の受入れ・定着に関する調査・研究（民間企業）

〔研究会委員長：水原克敏（東北大学大学院教育学研究科教授）〕 

〔担当研究員：加藤一郎（調査研究部主席研究員）〕 

グローバル化の進展と人口減少社会の本格的到来を迎える中、東北の自立あ

る発展と持続的成長のためには経済産業の活性化が必要であり、イノベーショ

ンの創出による産業の高付加価値化を進めていく必要がある。このような中、

優秀な人材の獲得とイノベーションを創出しやすい環境整備として、海外から

の研究者等の受入れ・定着の必要性が高まってきている。しかし、わが国の受

入れは他の先進諸国に比べて低調であり、とりわけ東北における受入れは進ん

でいない。その背景として、就業環境はもとより、住宅や子弟教育など生活環

境における課題が多いといわれおり、安心して暮らせる生活基盤が十分整備さ

れていないことが、受入れを阻害している一つの要因になっているものと考え

られる。 

本調査研究では、東北の外国人研究者の生活意識の把握と受入れにかかわる
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年度事業計画の項目 平成21年８月～22年５月の実施状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各主体の事例調査を行い、アンケート結果から生活環境に関する 5 つの要改善

項目（就業、交通、住宅環境、医療、子供の教育）を抽出し、それぞれの課題

認識について整理するとともに、その対応策を提示した。 

 

④東北地域の景況調査（民間企業） 

〔担当研究員：畠山俊彦（調査研究部主任研究員）〕 

東北地域の経済動向を把握するために、東北6県および新潟県で事業を展開

する製造業の事業所を対象に四半期毎に実施される「東北地域の景況調査」に

ついて、調査・集計・分析業務を行った。 

 

⑤景気ウォッチャー調査（東北地域）（民間調査機関） 

〔担当研究員：畠山俊彦（調査研究部主任研究員） 

        山田文雄（調査研究部主任研究員）〕 

消費者を観察する立場にある各分野の第一線の方 （々景気ウォッチャー）が、

日常業務や顧客との会話を通じて感じる景気の現状と、3ヶ月先の景況感を迅速

に把握・集計する政府の経済統計である「景気ウォッチャー調査」について、

東北地域分の調査・集計・分析業務を行った。 

 

⑥地域経済動向基礎調査（東北地域）（民間調査機関） 

〔担当研究員：畠山俊彦（調査研究部主任研究員） 

         山田文雄（調査研究部主任研究員）〕 

各種統計調査、新聞、雑誌、各種文献および地域の有識者へのインタビュー

などから、経済情勢に関する定量的・定性的な情報を収集し、地域経済動向の

最近の目立った変化とその背景、要因などについて調査・分析を行う政府の「地

域経済動向基礎調査」について、東北地域分の調査・集計・分析業務を行った。

 

⑦住民自治基盤形成プロジェクト（地方自治体） 

〔担当研究員：大泉太由子（調査研究部主席研究員）〕 

自治体における地域内分権の実現に向けた住民自治システムの確立を目指

し、住民自治の基盤となる「主体」（住民、活動組織等）のマネジメント支援お

よび「住民自治機能・組織」形成に向けたネットワークづくりを目的として、

住民ワークショップ、学習交流会を実施した。 
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年度事業計画の項目 平成21年８月～22年５月の実施状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．情報発信・提供活動 

 

 

 

 

 

 

 

⑧起業、新規事業参入の相談及び情報提供媒体等製作委託事業（朝日町雇用創造協

議会） 

〔担当研究員：大泉太由子（調査研究部主席研究員）〕 

平成 21 年度地域雇用創造推進事業に採択された自治体事業の一部委託を受

け、当該地域内での起業等希望者を対象とした説明会の企画・運営、地域の PR

のための広報チラシ、情報冊子の企画・編集・作成業務を行った。 

 

⑨「鳴子の生業を結ぶ場・仕組みのプロデュース」に係る経理・運営サポート・調

査報告書作成業務（民間NPO法人） 

〔担当研究員：大泉太由子（調査研究部主席研究員） 

        畠山俊彦（調査研究部主任研究員）〕 

 

鳴子の「食」をテーマとして鳴子地区の生業（農・観・工）とその資源を結

び合わせ、地域全体の力と観光の魅力を高めていくことを目的として実施した。

具体的には、鳴子の米を使用した販売交流の場「むすびや」を企画・運営する

とともに、鳴子の食と器（漆・桶・木工）の融合による新たな湯治の形の提案

を行った。また、取組みの成果の共有・発信を目的として「地域力実践フォー

ラム」を開催するとともに、これらの活動の意義・目標、プロセス、成果につ

いて報告書にまとめた。 

 

⑩「東北の概要2010」編集業務（経済団体） 

〔担当研究員：木村和也（調査研究部主任研究員）〕 

東北7県の産業経済などの主要指標、人口動向、交通ネットワーク、雇用、

通信などの最新データを網羅した「東北の概要2010」を編集・作成した。 

 

 

◇ 機関誌「東北開発研究」の発行 

次の3巻を発行し、関係先へ配布した。 

・『’09秋季号（通巻154号）』平成21年10月31日発行 

 特集：文化資源を地域づくりに活かす 

・『’10新春号（通巻155号）』平成22年１月31日発行 

  特集：東北における中山間地域再生のために、 

協働のまちづくりをどうすすめるか 
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年度事業計画の項目 平成21年８月～22年５月の実施状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．研修・啓発活動 

(1) 東北開発セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)講演会 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

・『’10春季号（通巻156号）』（最終号）平成22年4月30日発行 

 特集：東北の集落の明日を考える 

 

◇ 情報の発信 

・調査研究の要旨をホームページにより情報発信・提供を行った。 

・会員に「東北開発研究センター・ニュースレター」を毎月送付した。 

・「景気ウォッチャー調査」の東北分については、毎月報道向けに発表した。 

 

 

◇第91回（平成22年5月13日） 

「人と地域が輝く東北の未来を創る」をテーマとして、福島県、（財）福島経

済研究所との共催で、福島市において開催した。自治体、民間企業、ＮＰＯな

どから約270名が参加した。 

 ・講演：「世界とつながる地域の活力」 

  講師：高成田享氏（朝日新聞社石巻支局長） 

 ・パネルディスカッション：「人と地域が輝く未来のために」 

  コーディネーター：鈴木浩氏（福島大学共生システム理工学類特任教授） 

  パネリスト：小松俊昭氏 

（金沢工業大学研究支援機構産学連携室コーディネーター） 

        市川恵子氏（㈱ダノニー取締役） 

        浅見彰宏氏（農業） 

        岩山知弘氏（㈱あきたや楽器店代表取締役社長） 

 

◇東北の集落の明日を考える講演会（平成21年10月2日） 

受託調査研究の活動の一環として仙台市において開催した。国、自治体、大

学、民間企業等から120名が参加した。 

 ・講演1：「東北の集落が守り続けてきたもの」 

  講師：結城登美雄氏（民俗研究家・地域づくりアドバイザー） 

 ・講演2：「集落再生の新たな方向性を考える～西日本から東北へのメッセージ～」

  講師：小田切徳美氏（明治大学農学部教授） 

 ・対談：「集落の底力と新しい力」 

     結城登美雄氏、小田切徳美氏 
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年度事業計画の項目 平成21年８月～22年５月の実施状況  
 

(3)セミナー、講演会等へ 

の協力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）外部公職等 

 

 

 

 

 

 

 

5.調査研究・学術機関 

 等との提携交流 

（1）地方シンクタンク協議

会会員としての提携交流 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果の情報発信・地域への還元を図るため、外部からの講師派遣依頼等

に協力した。 

◇実践経営学会第52回全国大会（石巻市、平成21年9月12日） 

  ・主催：実践経営学会 

  ・統一論題：「地域振興と観光事業」 

  ・シンポジウムパネリスト：大泉太由子（調査研究部主席研究員） 

◇コミュニティリーダー研修会（名取市、平成21年12月16日） 

  ・主催：名取市下増田公民館 

  ・講師：大泉太由子（調査研究部主席研究員） 

◇宮城県議会人口減少対策調査特別委員会参考人招致（平成21年12月17日） 

  ・参考人：大泉太由子（調査研究部主席研究員） 

◇地域学「コミュニティ・カレッジ」（新潟市、平成22年1月14日） 

  ・主催：新潟市北地区公民館 

  ・講師：大泉太由子（調査研究部主席研究員） 

 

当センターの公益法人調査研究機関としての役割と、調査研究成果の蓄積、

学識経験に対する外部からの要請に応え、各種審議会・審査会等に委員を派遣

した。 

 [主な派遣先] 

  ・宮城県特定大規模集客施設立地誘導審議会 

  ・東北電力㈱福島支店地域づくり活動サポート制度審査会 等 

 

 

 

◇ 全国での提携交流 

①総会 

・平成22年度総会は6月開催予定（福岡市） 

②幹事会 

・第102回 平成21年8月20日（書面） 

・第103回 平成21年11月6日（一関市） 

・第104回 平成22年2月25日（大阪市） 

・第105回 平成22年4月27日（大阪市） 
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年度事業計画の項目 平成21年８月～22年５月の実施状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）日本計画行政学会 

東北支部事務局業務 

 

 

 

 

 

 

 

6.事業運営基盤 

(1) 組織運営体制 

 

 

 

 

 

(2) 財政基盤 

 

 

 

 

7.その他 

 

 

③第8回経営者会議 

・平成21年11月6日（一関市） 

・テーマ「公益法人制度改革への対応」他 

 

◇ 東北・関東ブロック内での提携交流 

地方シンクタンク協議会東北・関東ブロック研修交流会 

・第28回 平成21年12月18日（高崎市） 

 ・第29回 平成22年4月16日（盛岡市) 

 

 

◇  第26回 理事会・総会 

・平成22年5月11日（仙台市） 

  平成21年度事業報告（案）・決算（案）等を審議。 

 

◇ 幹事会 

・第21回 平成21年10月2日（当センター） 

・第22回 平成22年3月15日（当センター） 

 

 

 

・財団法人東北産業活性化センターとの合併については、双方の協力のもと、協

議が整い、主務官庁より合併が認可された。 

   認可申請：平成22年1月29日 

   合併認可：平成22年3月15日 

   合併登記：平成22年6月1日 

 

・賛助会員の状況については、入会が2件2口、減口が1件1口、脱会が3件3

口あった。その結果、平成22年 5月末の賛助会員の件数・口数は136 件 661 口

となっている。 

 

 

◇ 監査 

・国土交通省監査 （平成22年2月23日、24日） 
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8.人事関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 副会長の交代 

・平成21年8月1日 

「株式会社ユアテック取締役会長 熊谷 満 氏」が就任 

（前任者：鷲尾 幸司 氏） 

 

◇ 役員等の異動  

 [理事] 

 ・平成21年9月30日 

「仙台市長 奥山 恵美子氏」に委嘱 

（前任者：梅原 克彦氏） 

 

[評議員] 

・平成21年9月30日 

「秋田県議会議長 冨樫 博之氏」に委嘱 

（前任者：大野 忠右ヱ門氏） 

・平成21年9月30日 

「新潟県議会議長 帆苅 謙治氏」に委嘱 

（前任者：三林 碩郎氏） 

・平成22年2月18日 

「いわき市長 渡辺 隆夫氏」に委嘱 

（前任者：櫛田 一男氏） 

 

[参 与] 

・平成21年8月7日 

「東北地方整備局長 青山 俊行氏」に委嘱 

（前任者：岡田 光彦氏） 

 

[運営委員]  

・平成21年9月1日 

「仙台市企画市民局長 瀬戸 和良氏」に委嘱 

（前任者：宮本 昭彦氏） 

 

◇ 事務局職員の異動 

なし                              以上 




